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三鷹市教育委員会　☎0422-45-1151（市役所代表電話）令和 5 年  2023.4.16

紙面から 2・3面/校長からのメッセージ/三鷹市デジタル・シティズンシップ
育成指針の策定　4面/令和4年度教育委員会表彰/みたかとしょかん図書
部！の紹介　ほか

2月に開催された教育委員会定例会で、令和5年度基本方針を決定しました。	 ⇨総務課☎29-9811
教育委員会は、「三鷹市教育ビジョン2022（第2次改定）」などに基づき、コ

ミュニティ・スクールを基盤とした⼩・中⼀貫教育を柱とした学校教育の充実に
より、⼦どもたち⼀⼈ひとりが「⼈間⼒」と「社会⼒」を主体的に発揮できるよう
育むことを⽬指します。学校教育の場においては、①個⼈と社会の幸せ（ウェル
ビーイング）の実現、②⼀⼈ひとりを⼤切にする教育の実現、③地域の共有地

「コモンズ」としての学校、「学校3部制」の推進について重点的に取り組みます。
また、「三鷹市⽣涯学習プラン2022（第2次改定）」に基づき、市⻑部局との密

接な連携を図りながら、市⺠⼀⼈ひとりが、⽣涯を通して主体的に学習の機会
を選択して学び、豊かな⼼を育み、また学んだことを地域に返し、活動に活か
していくという「学びと活動の循環」の構築を⽬指します。

「
合
校
」、「
楽
校
」そ
し
て「
学
校
」 

三
鷹
市
教
育
委
員
会
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

「
人
間
力
」と「
社
会
力
」を
主
体
的
に
発
揮
で
き
る
よ
う
育

む
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
実
施
の
新
学

習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

に
よ
る
資
質
・
能
力
の
育
成
を
図
り
、「
持
続
可
能
な
社
会

の
創
り
手
」の
育
成
に
、市
内
約
７
０
０
人
の
教
員
が
現
在

必
死
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
令
和
５
年
度
に
お

い
て
も
、従
来
か
ら
の「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
基
盤

と
し
た
小
・
中
一
貫
教
育
」を
柱
に
、「
子
ど
も
目
線
」で
、

「
一
人
ひ
と
り
の
多
様
な
幸
せ（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）」の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。 

と
は
言
え
、
個
人
間
や
地
域
間
な
ど
の
格
差
を
た
だ
広

げ
る
だ
け
の
能
力
主
義
で
は
な
く
、「
公
正
さ
」、「
個
人
の
尊

厳
」、「
多
様
性
」、「
多
様
な
幸
せ
」な
ど
の
価
値
を
大
事
に

す
る
教
育
を
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、高
齢
化
が
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
、少
子
化
が

社
会
の
問
題
の
中
心
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、学
校
を
取

り
巻
く
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、か
つ
複
雑
化
・
困
難
化
を

極
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対
応

し
た
新
し
い
幼
児
教
育
・
学
校
教
育
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
幼
・
保
・
小
・
中
の
縦
断
的
な
、
そ
し
て
更
に
地
域
に

「
開
か
れ
た
」横
断
的
な
具
体
的
方
策
の
実
装
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
教
育
委
員
会
で
は
、学
校
や
子
ど
も
た
ち
を「
縁
」

と
し
た「
ぬ
く
も
り
の
あ
る
つ
な
が
り
」を
更
に
加
速
す
る

べ
く
、「
学
校
3
部
制
」（
ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創

造
）の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
第
１
部
は
充
実
し
た

学
校
教
育
の
場
。
多
様
で
豊
か
な「
新
し
い
放
課
後
」で
あ

る
第
２
部
。
そ
し
て
、
主
に
大
人
の
多
様
な
活
動
の
場
と

し
て
の
第
３
部
で
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
学
校
が
地
域
の

「
共
有
地
」に
移
行
し
、学
校
教
育
の
み
な
ら
ず
、福
祉
、多

世
代
交
流
、
災
害
時
拠
点
、
そ
し
て
、
地
域
学
校
協
働
活

動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
機
能
を
発
揮
す
る「
合
校

（
が
っ
こ
う
）」で
あ
り「
楽
校（
が
っ
こ
う
）」、し
か
も「
学
校

（
が
っ
こ
う
）」で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
学
び
、夢
中
に
な
っ
て
取

り
組
む
活
動
、み
ん
な
が
分
け
隔
て
な
く
安
心
し
て
過
ご
せ

る
、
み
ん
な
の
地
域
、
み
ん
な
の
学
校
を
創
っ
て
い
き
ま
せ

ん
か
。

教育委員会　教育長

貝
か い

ノ
の

瀨
せ

　滋
しげる

教育委員会の基本方針令和5年度

教
育
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て

令
和
4
年
9
月
～
令
和
5
年
3
月
の

主
な
審
議
案
件
と
活
動

9
月 

●
市
町
村
教
育
長
・
教
育
委
員
研
究
協
議
会

●
学
校
訪
問（
第
三
中
学
校
）

10
月 

●
学
校
訪
問（
第
五
中
学
校
）

11
月 

○
令
和
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
見
積
書

●
学
校
訪
問（
東
台
小
学
校
、
羽
沢
小
学
校
）

12
月 

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
　
第
4
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会

●
学
校
訪
問（
第
四
小
学
校
）

1
月 

○
令
和
5
年
度
一
般
会
計
予
算
見
積
書

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
　
第
3
回
理
事

会
・
第
2
回
理
事
研
修
会

●
学
校
訪
問（
第
三
小
学
校
、
大
沢
台
小
学
校
）

●
教
育
委
員
会
と
市
立
小
・
中
学
校
の
保
護
者
代
表
と
の

教
育
に
関
す
る
懇
談
会

2
月 

○
令
和
5
年
度
基
本
方
針
の
承
認

○
令
和
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
見
積
書

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
　
第
2
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
　
第
2
回
研
修
会

●「
教
員
に
よ
る
政
策
提
言
」発
表
会

3
月 

○
三
鷹
市
教
育
委
員
会
所
管
職
員
の
職
名
に
関
す
る
規
則

の
一
部
改
正
な
ど

○
三
鷹
市
立
学
校
の
学
校
徴
収
金
事
務
取
扱
規
程
の
一
部

改
正

●
教
育
委
員
会
表
彰
　
表
彰
式

●
第
1
回
総
合
教
育
会
議

（
○
は
会
議
の
案
件
、
●
は
会
議
以
外
の
活
動
）

⇨
総
務
課
☎
2
9-

9
8
1
1

職  名 氏   名 任　期

教育⻑ 貝
か い

ノ
の

瀨
せ

　滋
しげる 自 令和 3 年 10 月1日

至 令和6年9月30日

教育⻑
職務代理者 畑

はた

谷
や

　貴
き

美
み

⼦
こ 自 令和2年10月16日

至 令和6年10月15日

委員 櫻
さくら

井
い

　 正
ま さ

治
は る 自 令和元年10月1日

至 令和5年9月30日

委員 松
ま つ

原
ば ら

　 拓
た く

郎
ろ う 自 令和3年5月26日

至 令和7年5月25日

委員 須
す

藤
どう

　 金
き ん

⼀
い ち 自 令和4年10月1日

至 令和8年9月30日

三鷹市教育委員会の構成

行政の
基本目標

いきいきと子どもが 輝く教育・子育て支援のまちづくり
創造性と豊かさをひろげる生涯学習・文化のまちづくり

7
地
域
の
情
報
拠
点
と
し
て
の

図
書
館
活
動
を

推
進
し
ま
す

6
市
長
部
局
と
の
連
携
に
よ
り
、

生
涯
学
習
の
総
合
的
な

推
進
を
図
り
ま
す

5
地
域
を
つ
な
ぐ

拠
点
と
な
る
学
校
を

つ
く
り
ま
す

4
安
全
で
快
適
な
、

充
実
し
た
教
育
環
境
を

整
え
ま
す

3
学
校
の
経
営
力
と
教
員
の

力
量
を
高
め
、特
色
あ
る

学
園・学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す

2
小
・
中
一
貫
し
た

質
の
高
い
学
校
教
育
を

推
進
し
ま
す

1
地
域
と
と
も
に
、

協
働
す
る
教
育
を

進
め
ま
す

7つの施策目標••••••••••• •••••••••••

●  令和 5 年度の予算  ●

令和5年度の市の⼀般会計の予算額は778億
4,309万9千円で、教育費は102億1,163万9千
円（⼀般会計に占める割合は13.1%）です。

事業計画に基づき、スクール・コミュニティの実
現に向けた学校3部制のモデル実施や、⼩・中⼀貫
教育の充実に向けたカリキュラムの改訂などの施策
に取り組みます。


